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特別損失の計上、業績予想との差異に関するお知らせ 
 

 

 

当社は、平成28年12月期第４四半期におきまして、下記の通り平成28年10月24日に公表しま

した平成28年12月期通期の業績予想に差異が発生するとともに、特別損失の計上を行うことと

なりましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成28年12月期累計期間の業績予想と実績値との差異 

（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株あたり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成28年10月24日発表） 

（百万円） 

800 

（百万円） 

△130 

（百万円） 

△164 

（百万円） 

△138 

円 銭 

△63.48 

今回実績（Ｂ） 812 △107 △121 △279 △128.33 

増減額（Ｂ－Ａ） 12 23 43 △141 － 

増減率（％） 1.5 － － － － 

（参考）前期実績 

（平成27年12月期） 
959 △33 △43 △185 △90.48 

 

 

２．差異の理由 

平成28年12月期通期業績においては､平成28年10月24日に公表しました予想値に対し、売上高は

予想を若干上回りました。 

利益面につきましては、外注費削減等による売上原価の低減が図られたことから、営業利益、

経常利益において前回予想を上回ることとなりましたが、当期純利益につきましては、下記の特

別損失計上により予想を下回りました。 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 A L B E R T 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長   上村 崇 

 （コード番号：3906 東証マザーズ） 

問合せ先 執行役員最高財務責任者  村上 嘉浩  

 （TEL. 03-5909-7510） 



   

 

 

３．特別損失の計上について 

 次の通り特別損失として182百万円計上いたします。 

（１）有形固定資産減損損失の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」等に基づき、当社が保有している建物付属設備等の有形固

定資産等について、営業損失が継続しており、減損の兆候が認められたことから将来における回

収可能性を検討した結果、減損処理を行い、固定資産減損損失として48百万円を特別損失に計上

いたします。 

 

（２）無形固定資産減損損失の計上について 

 「固定資産の減損に係る会計基準」等に基づき、当社が保有している無形固定資産（ソフトウ

ェア等）について、営業損失が継続しており、減損の兆候が認められたこと、既存開発製品の将

来における回収可能性を検討した結果、製品開発方針を大幅に変更すべきとの判断のもと減損処

理を行い、固定資産減損損失として124百万円を特別損失に計上いたします。 

 

（３）投資有価証券評価損の計上 

 当社は、当事業年度第４四半期におきまして、当社が保有する投資有価証券のうち、株式の実

質価額が著しく低下したため、投資有価証券評価損として９百万円を特別損失に計上いたします。 

なお、かかる投資有価証券評価損計上は、対象会社の事業計画の変更による株式価値の低下に基

づくものであります。 

 

 今回開示しました特別損失の計上に関しては、非現金支出費用であります。 

 

以上 


